
　

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
排
出

量
が
少
な
く
、
人
に
も
地
球
に
も
や

さ
し
い
低
炭
素
社
会
―
。
そ
の
実
現

に
向
け
、
今
、
日
本
が
、
世
界
が
動

き
出
し
て
い
る
。

　

開
発
途
上
国
の
中
で
は
、
と
り
わ

け
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
積
極
的
だ
。
２

０
０
７
年
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
条

約
第
13
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

13
）
で
は
、
議
長
国
と
し
て
議
論
を

リ
ー
ド
。
ま
た
国
内
対
策
と
し
て
、

2
0
5
0
年
ま
で
の
分
野
ご
と
の
具

体
的
な
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
「
気
候

変
動
対
策
国
家
行
動
計
画
」
を
推
進

し
て
い
る
ほ
か
、
現
在
策
定
作
業
中

の
次
期
「
国
家
中
期
開
発
計
画

（
2
0
1
0
〜
2
0
1
4
年
）」
に
も

「
気
候
変
動
対
策
の
主
流
化
」
の
視

点
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
数
年
約
５
％
の
経
済
成
長
を

続
け
な
が
ら
こ
う
し
た
気
候
変
動
対

策
に
挑
戦
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
自

助
努
力
を
評
価
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
昨

年
、
約
３
０
０
億
円
に
上
る
円
借
款

「
気
候
変
動
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ロ

ー
ン
」
を
供
与
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

府
も
、
気
候
変
動
対
策
国
家
行
動
計

画
に
沿
っ
て
、
07
〜
09
年
の
３
年
間

で
達
成
す
べ
き
政
策
ア
ク
シ
ョ
ン
を

設
定
し
た
。こ
の
具
体
的
な
中
身
は
、

緩
和
策（
森
林
、エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
）、

適
応
策
（
水
資
源
、
農
業
な
ど
）、

分
野
横
断
的
課
題
（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事
業
、

コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
な
ど
）
の
３
つ
に

分
け
ら
れ
て
お
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
そ

の
達
成
状
況
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府

と
と
も
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
必
要

に
応
じ
て
政
策
提
言
も
行
っ
て
い

る
。

　

08
年
は
、
目
標
に
掲
げ
ら
れ
た
45

政
策
ア
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
35
の
ア

ク
シ
ョ
ン
が
達
成
さ
れ
、
9
の
ア
ク

シ
ョ
ン
も
一
定
の
進
捗
が
あ
っ
た
。

「
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
結
果
で
は

な
い
か
」
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
担
当

し
て
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
企
画
調
査
員

（
当
時
）
の
不
破
吉
太
郎
さ
ん
は
話

す
。
こ
う
し
た
気
候
変
動
政
策
ア
ク

シ
ョ
ン
の
着
実
な
実
施
と
と
も
に
、

現
場
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま

で
継
続
的
に
行
っ
て
き
て
い
る
協
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
含
め
、
気
候
変
動

対
策
を
組
み
込
ん
だ
開
発
計
画
の
実

施
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

　
「
子
ど
も
の
こ
ろ
、
家
の
ゴ
ム
農

園
で
焼
き
畑
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た

が
、
森
林
消
防
隊
に
入
っ
て
焼
き
畑

は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
知
り
ま
し

た
。
大
地
が
死
ん
で
し
ま
う
し
、
火

災
や
煙
害
も
起
こ
る
。
多
く
の
Ｃ
Ｏ

２
が
排
出
さ
れ
る
こ
と
も
、
今
は
理

解
し
て
い
ま
す
」

　

ス
マ
ト
ラ
島
ジ
ャ
ン
ビ
州
バ
タ
ン

ハ
リ
地
区
。
こ
の
地
で
生
ま
れ
育
っ

た
バ
ス
キ
さ
ん
は
、
地
元
の
森
林
消

防
隊
の
リ
ー
ダ
ー
だ
。

　

世
界
第
３
位
の
広
さ
の
熱
帯
雨
林

を
有
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
が
、
火

災
や
過
剰
伐
採
に
よ
り
毎
年
広
大
な

面
積
の
森
林
原
野
が
失
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
自
然
破
壊
の
み
な
ら

ず
、Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
源
を
も
失
っ
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
政
策
ア
ク

シ
ョ
ン
に
沿
っ
て
、
07
年
に
国
立
公

園
版
の
森
林
火
災
予
防
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
見
直
し
、
今
年
2
月
に
は
林

業
省
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
の
協
力
を

得
な
が
ら
森
林
全
体
を
対
象
と
し
た

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
布
。現
在
は
、

そ
の
実
施
へ
の
手
続
き
や
地
方
へ
の

普
及
・
拡
大
に
向
け
、
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
分
野
に
お
い
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で

は
、
現
場
レ
ベ
ル
で
の
技
術
協
力
を

20
年
近
く
に
わ
た
り
実
施
し
て
き
て

い
る
。「
97
年
に
日
本
が
導
入
し
た

人
工
衛
星
に
よ
る
火
災
早
期
発
見
シ

ス
テ
ム
が
森
林
火
災
の
予
防
の
大
き

な
一
歩
と
な
っ
た
」
と
林
業
省
森
林

火
災
対
策
局
の
バ
ン
バ
ン
・
ハ
ル
ト

ノ
さ
ん
は
話
す
。
そ
し
て
06
年
に
開

始
し
た
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
挑
戦
を

日
本
が
包
括
的
に
支
援

森
林
火
災
を
予
防
し

Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
源
を
守
る

二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
と
経
済
成
長
の
両
立
を
目
指
す
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、そ
の
取
り
組
み
を「
政
策
」と「
現
場
」の
両
面
か
ら
包
括
的
に
支
援
。

今
年
９
月
、成
果
の
芽
が
顔
を
出
し
つ
つ
あ
る
現
場
を
訪
ね
た
。

Ｃ
Ｏ
２

排
出
の
少
な
い

人
と
地
球
に
や
さ
し
い

社
会
を
つ
く
ろ
う
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「
森
林
地
帯
周
辺
住
民
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
に
よ
る
森
林
火
災
予
防
計
画
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
成
果
を
各

地
に
定
着
さ
せ
る
た
め
、リ
ア
ウ
州
、

ジ
ャ
ン
ビ
州
、
西
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州

を
例
に
森
林
・
耕
地
火
災
対
策
の
計

画
作
成
を
支
援
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ン

ビ
州
で
は
、
今
年
6
月
に
同
計
画
が

州
知
事
の
承
認
を
得
て
、
州
令
と
し

て
公
布
さ
れ
た
。
現
在
は
、
飯
島
康

夫
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
ら
の
「
森
林
火

災
が
環
境
な
ど
に
及
ぼ
す
影
響
を
ま

ず
は
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
」

と
の
考
え
の
も
と
、
最
前
線
で
消
火

活
動
に
当
た
る
森
林
消
防
隊
が
火
災

予
防
に
向
け
た
住
民
の
意
識
改
革
に

努
め
て
い
る
。

　

だ
が
、「
い
ま
だ
に
開
墾
の
と
き

に
生
い
茂
っ
た
木
や
草
を
焼
き
払
う

人
も
い
ま
す
。野
焼
き
が
禁
止
な
ら
、

重
機
を
く
れ
と
い
う
人
も
い
ま
す
」

と
飯
島
専
門
家
。
根
付
い
た
文
化
を

変
え
る
の
は
、
そ
う
簡
単
な
こ
と
で

は
な
い
の
が
現
実
だ
。

　
「
日
本
の
経
験
に
学
び
た
い
」。
今

年
9
月
、
森
林
消
防
事
務
所
の
マ
ダ

リ
所
長
は
じ
め
10
人
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
で
福
島
県
い
わ
き
市
の

消
防
署
を
訪
れ
た
。
目
的
は
、
な
か

な
か
進
ま
な
い
森
林
火
災
の
予
防
に

対
す
る
住
民
の
意
識
改
革
や
消
防
隊

の
能
力
向
上
の
策
を
見
い
だ
す
こ

と
。

　
「
日
本
で
は
、
消
防
隊
だ
け
で
な

く
住
民
が
協
力
し
て
消
火
活
動
に
当

た
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
ま
た
、
火

災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
防
災
教
育

も
進
ん
で
い
る
。
私
た
ち
も
日
本
で

の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
住
民
の
意

識
改
革
を
し
て
い
き
た
い
」

　

こ
う
話
す
マ
ダ
リ
所
長
に
と
っ

て
、
火
災
予
防
は
大
き
な
意
味
を
持

つ
。
な
ぜ
な
ら
、
管
轄
区
域
内
に
は

地
球
温
暖
化
の
〝
火
薬
庫
〞
と
も
い

わ
れ
る
泥
炭
※
の
湿
地
林
が
続
い
て

い
る
か
ら
だ
。
湿
地
林
に
火
が
つ
く

と
、
火
は
地
面
の
泥
炭
に
着
火
し
、

さ
ら
に
地
中
へ
と
広
が
る
。
泥
炭
地

で
の
消
火
活
動
は
困
難
を
極
め
る

上
、
鎮
火
し
た
よ
う
に
見
え
て
も
、

数
千
年
か
け
て
地
中
に
蓄
え
ら
れ
た

泥
炭
が
火
種
と
な
っ
て
く
す
ぶ
り
続

け
る
。

　

こ
う
し
た
泥
炭
地
の
火
災
対
策
に

つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
中
央
・
地

方
・
住
民
な
ど
の
組
織
化
の
ほ
か
、

人
工
衛
星
「
だ
い
ち
」
を
活
用
し
た

火
災
検
知
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
火
災

に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
る
炭
素
量
の
推

計
な
ど
を
行
う
科
学
技
術
協
力
も
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

全
長
３
２
０
キ
ロ
、
流
域
面
積
１

万
２
０
０
０
平
方
キ
ロ
を
誇
る
ジ
ャ

ワ
島
第
二
の
河
川
ブ
ラ
ン
タ
ス
。
収

穫
期
に
な
る
と
、
強
い
日
差
し
を
受

け
た
水
面
と
黄
金
色
の
稲
穂
が
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
く
。

　

ブ
ラ
ン
タ
ス
川
は
、
こ
の
地
に
多

く
の
恵
み
を
も
た
ら
し
て
き
た
一
方

で
、
頻
繁
な
水
害
が
人
々
の
生
活
を

脅
か
し
て
き
た
。
近
年
、
気
候
変
動

の
影
響
に
よ
る
降
雨
パ
タ
ー
ン
の
変

動
が
予
測
さ
れ
、
洪
水
・
渇
水
被
害

の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
ブ
ラ
ン
タ
ス
川
の

問
題
に
対
し
て
70
年
代
か
ら
３
回
に

わ
た
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
・

改
定
。
さ
ら
に
こ
の
プ
ラ
ン
に
沿
っ

て
、水
資
源
開
発
、河
川
改
修
、砂
防
、

灌
漑
、
発
電
な
ど
の
事
業
を
円
借
款

に
よ
り
支
援
し
て
き
た
ほ
か
、
早
期

警
戒
シ
ス
テ
ム
や
農
薬
・
農
機
具
な

ど
も
無
償
で
提
供
し
て
き
た
。
こ
う

し
た
総
合
的
な
開
発
事
業
は
、
洪
水

被
害
の
減
少
、農
業
生
産
性
の
向
上
、

電
力
の
安
定
供
給
な
ど
地
域
経
済
の

発
展
に
貢
献
し
、
州
都
で
あ
る
ス
ラ

バ
ヤ
を
国
内
第
二
の
都
市
へ
と
発
展

さ
せ
る
礎
に
も
な
っ
た
。
ま
た
こ
の

協
力
で
は
、
働
き
な
が
ら
学
ぶO

n 
the Job Training

（
O
Ｊ
Ｔ
）
の

方
式
で
、
日
本
の
技
術
や
日
本
人
の

仕
事
へ
の
姿
勢
な
ど
が
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
技
術
者
に
伝
え
ら
れ
た
。
今
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
っ
た

〝
ブ
ラ
ン
タ
ス
・
マ
ン
〞
と
呼
ば
れ

る
技
術
者
は
、同
国
の
水
資
源
開
発
・

管
理
分
野
の
中
枢
を
担
う
ま
で
に
成

長
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府

は
、
全
国
の
主
要
流
域
に
お
い
て
、

上
流
か
ら
下
流
ま
で
を
一
つ
の
流
域

と
し
て
、
関
係
す
る
複
数
の
自
治
体

や
住
民
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
水
資

源
の
開
発
・
管
理
の
検
討
を
行
う
べ

く
、
流
域
ご
と
の
水
資
源
管
理
計
画

の
策
定
を
開
始
し
た
。
ブ
ラ
ン
タ
ス

流
域
に
つ
い
て
は
09
年
内
の
完
成
を

目
指
し
て
い
る
。
同
時
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

で
は
、技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
河

川
流
域
機
関
実
践
的
水
資
源
管
理
能

力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し
、

現
場
レ
ベ
ル
か
ら
も
水
資
源
管
理
を

支
援
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ブ
ラ

ン
タ
ス
川
の
支
流
で
あ
る
ブ
ラ
ン
カ

ル
川
で
、
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
洪
水

対
策
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
も
行
っ
て

い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
率
い
る
杉
村
淑

人
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
は
、「
河
川
流

域
の
水
資
源
管
理
に
は
、
多
く
の
関

係
者
が
流
域
の
未
来
を
見
つ
め
、
協

働
す
る
仕
組
み
が
不
可
欠
。
こ
れ
か

ら
は
行
政
が
地
域
住
民
と
い
か
に
連

携
で
き
る
か
が
カ
ギ
」
と
話
す
。
し

か
し
、
住
民
参
加
に
関
心
の
低
い
河

川
流
域
機
関
の
職
員
の
意
識
を
変
え

る
こ
と
は
難
し
い
。

　

変
革
の
第
一
歩
と
し
て
試
み
た
の

は
、「
住
民
連
携
洪
水
被
害
軽
減
セ

ミ
ナ
ー
」の
開
催
だ
。
職
員
の
ほ
か
、

04
年
に
大
洪
水
で
数
万
軒
が
浸
水
し

た
村
の
長
た
ち
が
参
加
し
、
洪
水
対

策
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
公
共
事
業

省
水
資
源
研
究
所
の
ア
リ
・
セ
テ
ィ

ア
デ
ィ
・
モ
エ
ル
ワ
ン
ト
所
長
は
、

「
こ
れ
ま
で
ダ
ム
や
堤
防
の
建
設
な

ど
ハ
ー
ド
面
に
力
を
注
い
で
き
た
私

た
ち
に
と
っ
て
、
教
育
や
人
材
育
成

と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
も
同
時
に
行
い

な
が
ら
水
資
源
を
管
理
し
て
い
く
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
画
期
的
」
と
話

す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
住
民
が
主
役

と
な
り
、
洪
水
の
被
害
情
報
を
集
め

て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
、
避
難

方
法
を
確
立
す
る
計
画
だ
。
ま
た
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
開
発
し
た
、
上
流

の
雨
量
や
水
位
の
デ
ー
タ
を
携
帯
電

話
を
使
っ
て
収
集
す
る
「
リ
ア
ル
タ

イ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
の

導
入
も
決
ま
っ
て
い
る
。
ス
ー
コ
ー

村
の
ハ
ジ
・
ホ
イ
ル
マ
ン
村
長
は「
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
何
か
が
変
わ
る

と
信
じ
て
い
る
」
と
、
自
分
た
ち
の

命
は
自
分
た
ち
で
守
る
地
域
づ
く
り

に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
２
万
７
０
０

０
メ
ガ
ワ
ッ
ト
と
い
う
世
界
最
大
の

地
熱
資
源
が
眠
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
利
用
率
は
わ
ず
か
３

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
多
額
の
初

期
投
資
が
必
要
な
上
、
掘
削
す
る
ま

で
資
源
の
規
模
が
確
認
で
き
な
い
な

ど
開
発
リ
ス
ク
が
大
き
く
、
地
熱
資

源
の
有
効
利
用
が
進
ん
で
い
な
い
の

が
現
状
だ
。

　

し
か
し
、
地
熱
資
源
は
経
済
成
長

に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
増
加
へ
の

対
応
と
同
時
に
、
気
候
変
動
対
策
に

も
有
効
な
こ
と
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
政
府
は
２
０
２
５
年
ま
で
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
量
の
５
％
程
度
に
ま

で
、
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
引

き
上
げ
る
政
策
を
掲
げ
て
い
る
。
こ

の
政
策
の
実
現
に
向
け
、
07
〜
09
年

の
政
策
ア
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
政
府
規

則
の
策
定
や
、
民
間
参
入
を
活
発
化

さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
制
度
づ
く

り
な
ど
を
設
定
。
こ
の
政
策
ア
ク
シ

ョ
ン
へ
の
支
援
と
し
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
08
年
に
地
熱
発
電
分
野
へ
の
民
間

投
資
拡
大
の
た
め
の
調
査

を
実
施
し
、
民
間
が
実
施

す
る
地
熱
発
電
に
よ
る
電

力
の
買
取
制
度
や
試
掘
フ

ァ
ン
ド
の
設
立
な
ど
の
政

策
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
06
年
か

ら
07
年
に
か
け
、
地
熱
開

発
計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
地
熱
発
電
所
の
建

設
を
円
借
款
で
支
援
し
て

き
て
い
る
。

　

気
候
変
動
へ
の
対
策
を

通
じ
て
人
と
地
球
に
優
し

い
開
発
を
目
指
す
―
。
そ

の
先
に
は
き
っ
と
、
こ
れ

ま
で
と
は
違
う
低
炭
素
社

会
の
姿
が
あ
る
は
ず
だ
。

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

水
害
を
減
ら
す

環
境
負
荷
の
少
な
い

地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性

よ
き
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特集　気候変動対策

私たちは
地球でしか生きられない
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ブランカル川でプロジェクトについて説明する杉村専門家（中央）と、モジョコ
ルト市水資源総局の職員

2009年、円借款を通じて北スラウェシ州に完成したラヘンドン地熱発電所（3号機）。コンサ
ルティング業務や建設には日本の企業が参画

※植物の残骸が地中に蓄積してできた泥状の炭。大量の炭素を蓄えて堆積している。

人工衛星から受信した情報は森林火災対策局
のオペレーション室を通じて各地の森林消防事
務所へ伝えられ、火災発生が確認されると森林
消防隊が出動。このシステムにより、インドネシア
の森林原野火災の早期発見が可能となり、火
災件数は少しずつ減っている


